
げ
ん ふ　

せ

し
ち
せ

む
ざ
い

わ
げ
ん
せ

あ
い
ご
せ せ

し
ん

せ

し
ん

せ

し
ょ
う
ざ
せ
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つ
い
た
ち
礼
拝（
月
の
は
じ
め
は
礼
拝
日
）　

７
月
１
日（
月
）　

午
前
９
時
よ
り
45
分
間　

お
参
り
く
だ
さ
い
。／※

８
月
は
お
休
み
で
す

雨

安

居
︵
仏
婦
法
座
︶

日　

程

ご
講
師

御

案

内

　

し
っ
と
り
と
し
た
慈
雨
の
中
、
ご
一
緒
に
お
聴
聞
い
た
し
ま
し
ょ

う
。
男
性
の
参
詣
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

仏
教
の
「
布
施
（
ダ
ー
ナ
）
」
に
は
、
誰
も
が
で
き
る
「
無
財
の

七
施
」
と
い
う
教
え
が
あ
り
ま
す
。

１　

眼　

施
（
優
し
い
ま
な
ざ
し
）

２　

和
顔
施
（
な
ご
や
か
な
顔
つ
き
）

３　

愛
語
施
（
温
か
い
言
葉
）

４　

身　

施
（
身
体
を
つ
か
っ
た
奉
仕
）

５　

心　

施
（
共
に
喜
び
、
共
に
悲
し
む
事
。
思
い
や
り
）

６　

床
座
施
（
座
席
や
立
場
を
他
の
人
に
譲
っ
て
あ
げ
る

　
　
　
　
　
　

事
。
譲
り
合
い
）

豊
浦
組
淨
満
寺
住
職
・
本
願
寺
派
布
教
使

　
　
　
　

　
新
　
晃
真 

師
（
下
関
市
）

●
参
拝
セ
ッ
ト
…
①
お
念
珠
・
②
聖
典
・
③
式
章
・
④
聴
聞
カ
ー
ド

6
月
　
日（
月
）

17
昼
　
時
半
〜
　
時
半

13

15

ほ
ほ
え
み
な
し
に
は
貧
し
く
、

貧
し
く
て
も
、

ほ
ほ
え
み
の
あ
る
家
は
豊
か
だ

　

ほ
ほ
え
み
は
、

家
庭
に
平
和
を
生
み
出
し
、

社
会
を
明
る
く
善
意
に
満
ち
た
も
の
に
し
、

二
人
の
間
に
友
情
を
は
ぐ
く
む

疲
れ
た
者
に
は
休
息
を
与
え
、

失
望
す
る
者
に
は
光
と
な
り
、

い
ろ
い
ろ
な
心
配
に
思
い
病
ん
で
い
る
人
に
は

解
毒
剤
の
役
割
を
果
た
す

し
か
も
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
も
の

頼
ん
で
得
ら
れ
な
い
も
の

借
り
ら
れ
も
し
な
い
代
わ
り
に　

盗
ま
れ
な
い
も
の

　

も
し
、
あ
な
た
が
誰
か
に

期
待
し
た
ほ
ほ
え
み
が
得
ら
れ
な
い
な
ら
、

不
愉
快
に
な
る
代
わ
り
に
、
あ
な
た
の
方
か
ら

ほ
ほ
え
み
か
け
て
ご
ら
ん
な
さ
い

実
際
、
ほ
ほ
え
み
を
忘
れ
た
人
ほ
ど
、 

そ
れ
を
必
要
と
し
て
い
る
人
は
い
な
い
の
だ
か
ら

　
（
渡
辺
和
子
『
美
し
い
人
に
』
よ
り
）

　

ほ
ほ
え
み
は
、

お
金
を
払
う
必
要
の
な
い
安
い
も
の
だ
が
、

相
手
に
と
っ
て
は
非
常
な
価
値
を
持
つ

ほ
ほ
え
ま
れ
た
者
を
豊
か
に
し
な
が
ら

ほ
ほ
え
ん
だ
人
は
何
も
失
わ
な
い

瞬
間
的
に
消
え
る
が
、

記
憶
に
は
永
久
に
と
ど
ま
る

お
金
が
あ
っ
て
も
、

ほ
ほ
え
み

※
初
め
て
の
ご
縁
で
す

如
来
・
人
・
言
葉
　
112
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専
徳
寺
納
骨
堂
受
付
中

【
会
所
】本
能
寺【
講
師
】御
園
生
宣
尚【
参
加
者
】土

井
智
恵
子
、
梶
本
美
代
子
、
塩
中
幸
枝
、
村
中
久
子
、

坊
守 岩

国
組
仏
婦
総
会
（
4
月
25
日
）

御
講
師
：
福
間
義
朝
師

参
詣
者
：
初　

日
＝
昼
77
人
、
夜
34
人
。

　
　
　
　

二
日
目
＝
昼
88
人
。

　

法
要
総
代
様
と
仏
婦
役
員
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
お
世
話
人
様
も
片
付
け
の
お
手

伝
い
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
バ
ー
ス
デ
ー
く
じ
び
き
」
当
選
者

　
　

一
位　

増
本
美
佐
江

　
　

二
位　

白
田
直
則
・
広
重
八
重
子

　
　

三
位　

下
瀬
光
子
・
村
岡
由
美
子
・
秋
嶋
幸
子

法
要
余
香
（
宗
祖
降
誕
会
5
月
17
・
18
日
）

ご
恩
を
偲
び
ま
し
た

〔
法
事
勤
修
〕（
4
月
23
日
〜
6
月
2
日
）

【
通
津
】
升
元
シ
ゲ
ヨ
3
、
山
本
淳
25
、
沖
原
政
裕

25
、
米
本
芳
人
50
、
松
中
伸
33
、
岩
瀬
正
子
7
、
銀

文
子
25
、
塩
中
正
一
33
、
吉
兼
卓
美
100
・
100
、
井
原

貞
子
13
、【
保
津
】
畝
挟
五
郎
3
・
33
、宮
﨑
孝
一
33
、【
青

木
】
倉
重
孝
子
7
・
50
、
広
田
尚
志
100
、
米
本
住
夫

13
・
33
、
野
原
千
鶴
子
13
、【
由
宇
】
布
重
泰
彦
17
、【
藤

生
】
杉
中
慶
一
13
、
藤
中
輝
夫
25
、【
大
藤
】
藤
木
恵

美
子
3
・
17
、【
市
内
】中
野
冬
美
1
、森
口
明
雄
3
、【
広

島
】
末
広
崇
志
3
、
岸
村
司
3
、
門
前
正
明
3

平
成
31
年
4
月
21
日
御
往
生

　
　
　
　
　

郷　
　
　

里
原　

英
子 

様
（
96
）

喪
主　

里
原　

吉
法 

様

平
成
31
年
4
月
24
日
御
往
生

　
　
　
　
　

大
竹　
　

蔵
田
信
乃
代 

様
（
86
）

喪
主　

蔵
田　
　

潤 

様

平
成
31
年
4
月
27
日
御
往
生

　
　
　
　
　

青
木　
　

品
川　

淳
三 

様
（
100
）

喪
主　

品
川
悦
子 

様

令
和
1
年
5
月
7
日
御
往
生

　
　
　
　
　

海
土
路　

竹
﨑　

正
巳 

様
（
84
）

喪
主　

竹
﨑　

静
子 

様

み
仏
に
い
だ
か
れ
て
〔
葬
儀
勤
修
〕

　

6
月
2
日　

三
十
代　

御
三
幅　

竹
﨑　

静
子 
様

　

お
給
仕
の
慶
び
一
入
に
存
じ
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
仏
壇
入
仏
）

【
期
間
】
令
和
元
年
9
月
〜

　

毎
月
一
度
、岩
国
の
様
々
な
お
寺
で
開
か
れ
ま
す
。

仏
事
作
法
を
基
礎
か
ら
学
び
、
ま
た
話
し
合
い
を
通

じ
て
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
学
び
合
い
ま
す
。

（
全
門
徒
対
象
）
連
続
研
修
会
【
第
13
期
】

【
日
時
】
7
月
27
日
㈯　

15
時
半
〜
20
時

【
場
所
】
専
徳
寺
本
堂

【
内
容
】
仏
具
み
が
き
、
懇
親
会

【
〆
切
】
7
月
21
日

（
男
性
対
象
）
専
徳
寺
倶
楽
部
夏
の
集
い

⑴ 

夏
の
寺
子
屋 

〜
宿
題
を
や
ろ
う
〜

【
期
　
間
】
7
月
29
日
㈪
〜
8
月
1
日
㈭

【
日
　
時
】
朝
8
時
半
〜
11
時

【
持
ち
物
】
夏
休
み
の
宿
題
、
念
珠
、
水
筒
、
雑
巾

【
場
　
所
】
専
徳
寺
門
徒
会
館

⑵ 

一
泊
合
宿 

〜
令
和
元
年
・
お
寺
に
泊
ま
ろ
う
〜

【
日
　
時
】
8
月
3
日
㈯　
15
時
〜
4
日
㈰　
10
時

【
参
加
費
】
五
百
円

【
場
　
所
】
専
徳
寺
本
堂

【
〆
　
切
】
7
月
27
日

　

た
く
さ
ん
の
申
し
込
み
お
待
ち
し
て
ま
す
。

（
小
学
生
対
象
）
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

（
電
話
：
38
ー
1
1
2
4
）

参
加
募
集
！

７　

房
舎
施
（
自
宅
に
人
を
迎
え
た
り
、　

　
　
　
　
　
　

雨
露
を
凌
い
で
も
ら
っ
た

　
　
　
　
　
　

り
す
る
事
。
お
も
て
な
し
）

　

先
程
の
詩
「
ほ
ほ
え
み
」
は
「
２
和
顔
施
」
の
徳

を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

常
に
は
無
理
で
も
、
こ
の
〝
無
財
の
七
施
〞
を
家

や
職
場
で
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
こ
の
度
の
法
座
で
の
「
ダ
ー
ナ
募
金
」
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　　
（
住
職
）
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